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1
資料4
P9

たすけあい
について
問6(9)

同問（1）～（4）で質問している「何か助けが必
要な場合」にサポートしてくれる人の把握だけ
でなく、日常的な近隣との付き合いの程度
（質）も前回同様に把握が必要と考えます。地
域からの孤立状況だけでなく、特に非常時
（災害など）に援助可能な人的資源が身近に
あるかどうかを把握することもできると思いま
す。なお選択肢1は「もの（食べ物、おみやげ
など）をやり取りできる人がいる」とすれば、
（１）（２）とは区別できると思います。

地域との関わりの希薄化や社
会的孤立が問題となる中、近
隣との付き合いがない方を把
握することは必要なことと考え
ており、直接的な質問ではない
ものの、問6（1）～（4）、（8）の選
択肢で「近隣」「近所・同じ地域
の人」に1つも〇がつかない割
合を、前回との比較をしながら
把握し、検討材料として用いた
いと考えています。

2
資料4
P15

介護予防に
ついて
新規(4)

〇選択肢への追加（案）
　・参加したくない/参加できない
　・多世代（子どもや学生、子育て世代な
　　ど）との交流の場
　・むせや口の渇きを予防する口腔体操
　　や歯や義歯の手入れなどの口腔ケア
　　教室（口腔内のケアは後回しになりや
　　すい）

この質問では、活動内容と活動の場が一緒
に問われています。複数回答なので問題な
いのかもしれませんが、内容と場を分けて
質問する方法もあるかと思います。

本質問は、認知症予防への参
加意向を把握するための設問
であり、選択肢は、令和元年6
月18日に閣議決定された「認
知症施策推進大綱」に基づき、
認知症予防に資する可能性が
ある活動を参考に列挙していま
す。

参加したくない、参加できない
など、様々な理由により列挙し
た選択肢への参加意向がない
方は、「9　上記のどれにもあて
はまらない」の選択肢を選んで
いただくことで、その意向が把
握できるものと考えています。
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3
資料4
P17

介護予防に
ついて
新規(6)

〇選択肢への追加（案）
　・仕事がある/働いている

参加の必要性を感じているもの
の、仕事等で時間がないことを
理由により、参加できない方も
いる可能性が考えられることか
ら、次のとおり選択肢を修正し
ます。

問8（5）①②選択肢
2　参加したくない（参加できな
い）

問8（6）設問
【（5）①②においてどちらも「2
参加したくない（参加できな
い）」に〇をつけた方のみ】
参加したくない（参加できない）
理由について、あてはまるもの
に〇をつけてください（いくつで
も）

問8（6）選択肢
9　 その他（　　　）就労している
ため、参加できない
10　ボランティアや趣味活動を
しているため、参加できない
11　孫の世話や家族の介護が
あるため、参加できない
12　その他（　　　）

4

資料4
P18

資料6
P7

介 護 保 険 制
度 に つ い て
(2)

〇選択肢への追加（案）
　・自宅から子どもの居宅に転居して生活し
　　たい

子どもが親宅に入ることもありますが、子ど
もの元に移り住む可能性が高いと考えた。

親が子どもの元に移り住む可
能性も考えられることから、次の
とおり選択枝を修正します。

選択枝の修正
１　家族に日常生活の手伝い
　をしてもらいながら、できる限
　り 現在の住まいで在宅で生活
　したい
２　介護保険制度の介護サー
　ビスや保健福祉サービスを活
　用しながら、できる限り 現在の
　 住まいで在宅で生活したい

5

資料4
P18

資料6
P7

介 護 保 険 制
度 に つ い て
(3)

選択肢への追加（案）
　・雪よせ（生活路の確保）

冬季限定ではありますが、地域特性として
考えました。

高齢化に伴い、自力で雪処理
を行うことが困難な世帯が増加
するものと見込んでおります。こ
のことから、地域やボランティア
団体などと連携しながら雪対策
を推進することとしておりますの
で、御理解くださるようお願いし
ます。
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